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中
学
生
が
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
わ

る
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
上
半
期
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用

し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
出
会
い

系
サ
イ
ト
規
制
法
）
違
反
（
禁
止
誘
引
行
為
）
事
件
の
送
致
件

数
は
二
三
四
件
（
昨
年
同
期
比
一
四
・
一
％
増
）、
送
致
人
員
は

二
三
一
人
（
同
一
三
・
二
％
増
）
で
あ
る
（
警
察
庁　

二
〇
一
一
）。

子
ど
も
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
き
っ
か
け
は
、
出
会
い

系
サ
イ
ト
に
関
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
サ
イ
ト
に
関

わ
り
、被
害
に
会
う
子
ど
も
も
い
る
。
最
近
は
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
通
じ
た
出
会
い
な
ど
、
子
ど
も
自
身

は
最
初
、
危
険
で
あ
る
と
認
識
せ
ず
に
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

た
り
、
被
害
に
会
う
場
合
も
あ
る
。

中
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
は
、
ど
の
程
度
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
内
閣
府
の
調
査
（
二
〇
〇
七
）
で
は
、
中
学
生
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
日
常
的
な
使
用
は
六
八
・
七
％

で
あ
り
、
携
帯
電
話
等
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
サ
イ
ト
へ

の
ア
ク
セ
ス
は
五
六
・
三
％
で
あ
る
。
ま
た
、
中
学
生
が
情
報
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
行
う
こ
と
で
は
、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ

ロ
グ
を
見
る
」
が
五
五
・
四
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
友
人
の

掲
示
板
を
見
る
」（
二
九
・
七
％
）
で
あ
る
。
ブ
ロ
グ
を
み
た
り
、

友
達
と
の
や
り
と
り
で
使
っ
て
い
る
子
ど
も
が
多
い
こ
と
が
わ
か

中
学
生
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト子

ど
も
学
部 

発
達
臨
床
学
科

准
教
授　

小
保
方

　
晶
子
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る
。本

稿
は
、
中
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
（
特
に
ブ
ロ
グ
や

プ
ロ
フ
の
利
用
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
出
会
い
の
現
状

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。ま
た
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
出
会
い
の
経
験
の
あ
る
子
ど
も
の
特
徴
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
第
二
の
目
的
と
す
る
。最
後
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
た
出
会
い
は
、
全
て
が
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
関
わ
る
も

の
で
は
な
い
が
、
子
ど
も
の
特
徴
に
出
会
い
系
サ
イ
ト
を
利
用
し

た
子
ど
も
や
非
行
の
あ
る
子
ど
も
の
特
徴
と
共
通
し
た
も
の
が
あ

る
か
ど
う
か
考
察
す
る
。

調
査
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
東
京
都
内
の
公
立
中
学
校
六
校

の
一
～
三
年
生
二
三
〇
三
名
（
一
年
生
男
子
四
二
二
名
、
女
子

三
八
三
名
、
二
年
生
男
子
四
一
四
名
、
女
子
三
九
七
名
、
三
年
生

男
子
三
五
四
名
、
女
子
三
一
四
名
）
に
質
問
紙
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
内
容
は
、（
一
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
項
目
（
携

帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
、
自
分
の
ブ
ロ
グ
や
プ
ロ
フ
を
持
っ
て
い

る
、
ブ
ロ
グ
や
プ
ロ
フ
の
更
新
の
頻
度
、
友
達
の
ブ
ロ
グ
や
プ
ロ

フ
を
み
る
頻
度
、
コ
メ
ン
ト
を
す
る
頻
度
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
出
会
っ
た
人
と
メ
ー
ル
を
す
る
・
実
際
に
会
う
、
携
帯
の

出
会
い
系
サ
イ
ト
を
通
じ
て
出
会
っ
た
人
と
メ
ー
ル
を
す
る
・
実

際
に
会
う
）、（
二
）
生
活
リ
ズ
ム
の
項
目
（
就
寝
時
間
、
起
床
時

間
、
携
帯
電
話
使
用
時
間
）、（
三
）
親
子
関
係
の
項
目
（
親
に
よ

る
監
督
・
暴
力
、
父
親
と
の
関
係
・
母
親
と
の
関
係
の
親
密
さ
）、

（
四
）
学
校
に
関
す
る
項
目
（
友
だ
ち
と
の
関
係
、
先
生
と
の
関

係
、
学
校
享
受
感
）、（
五
）
個
人
要
因
の
項
目
（
抑
う
つ
、
低
セ

ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
共
感
性
、
向
上
心
）
で
あ
る
。

中
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
出
会
い
の
現
状

ま
ず
、携
帯
の
所
持
率
は
七
三
・一
％
（
一
九
七
八
名
）
で
あ
っ

た
。
一
年
生
は
男
子
五
五
・
五
％
（
二
三
一
名
）、
女
子

七
四
・
八
％
（
二
八
二
名
）、二
年
生
は
男
子
七
〇
・
四
％
（
二
八
八

名
）、
女
子
八
一・
七
％
（
三
二
二
名
）、
三
年
生
は
男
子

七
八
・
二
％
（
二
七
六
名
）、女
子
八
七
・
八
％
（
二
七
三
名
）で
あ
っ

た
。
女
子
の
方
が
携
帯
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
の
割
合
が
多
く
、

男
女
と
も
に
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
割
合
が
増
加
し
て
い
た
。

内
閣
府
の
調
査
（
二
〇
〇
七
）
で
は
中
学
生
の
所
持
率
は
、

五
一・
九
％
で
あ
っ
た
た
め
、
本
調
査
の
対
象
者
の
方
が
携
帯
電

話
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
が
多
い
。
理
由
と
し
て
は
、
内
閣
府
の

調
査
（
二
〇
〇
七
）
は
全
国
が
対
象
で
あ
る
が
、
本
調
査
は
東
京

都
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
内
閣
府
の
調
査
よ
り
3
年

た
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

プ
ロ
フ
や
ブ
ロ
グ
の
所
持
に
つ
い
て
は
一
九
・
八
％
（
四
五
五

名
）
で
あ
っ
た
。
一
年
生
は
男
子
六
・
八
％
（
二
八
名
）、
女
子

二
二・
七
％
（
八
五
名
）、
二
年
生
は
男
子
一
一・
四
％
（
四
六
名
）、

女
子
三
三
・
三
％（
一
三
〇
名
）、三
年
生
は
男
子
一
三
・
三
％（
四
六

名
）、
女
子
三
八
・一
％
（
一
一
九
名
）
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
学
年
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も
女
子
に
多
か
っ
た
。

次
に
、「
ブ
ロ
グ
や
プ
ロ
フ
は
、
ど
の
程
度
で
更
新
し
て
い
ま

す
か
」
は
、「
毎
日
す
る
」「
時
々
す
る
」
を
合
わ
せ
る
と
、
男
子

は
五
五
・
〇
％
（
七
一
名
）、
女
子
は
七
一・一
％
（
二
四
一
名
）
で

あ
っ
た
（
図
１
）。

ま
た
、「
友
達
の
ブ
ロ
グ
や
プ
ロ
フ
を
み
ま
す
か
」
は
、「
毎
日

す
る
」「
時
々
す
る
」
を
合
わ
せ
る
と
、男
子
一
五
・
九
％
（
一
五
三

名
）、
女
子
四
六
・
二
％
（
四
三
二
名
）
で
あ
っ
た
（
図
２
）。「
コ

メ
ン
ト
欄
に
書
き
込
み
を
し
ま
す
か
」
は
、「
毎
日
す
る
」「
時
々

す
る
」
合
わ
せ
る
と
、
男
子
八
・
七
％
（
八
二
名
）、
女
子

二
三
・
〇
％
（
二
一
三
名
）
で
あ
っ
た
。

ブ
ロ
グ
や
プ
ロ
フ
を
持
っ
て
い
る
割
合
、
更
新
の
頻
度
は
女
子

毎日する
29％

時々する
42％

あまりしない
19％

更新して
いない
10％

毎日する
15％

時々する
40％

あまりしない
25％

更新して
いない
20％

女子

図1　ブログやプロフはどの程度で更新していますか

男子

毎日する
12％

時々する
34％

あまり見ない
17％

全く見ない
37％

毎日する
4％

時々する
12％

あまり見ない
13％

全く見ない
71％

女子

図2　友達のブログやプロフを見ますか

男子

毎日する
3.8％

時々する
19.2％

あまり見ない
16.9％

全く見ない
60.1％

毎日する
1.4％ 時々する

7.3％
あまり見ない
7.5％

全く見ない
83.9％

女子

図3　コメント欄に書き込みをしますか

男子
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の
方
が
多
か
っ
た
。
ま
た
友
人
の
ブ
ロ
グ
や
プ
ロ
フ
を
み
た
り
コ

メ
ン
ト
を
し
た
り
と
や
り
と
り
も
女
子
の
方
が
活
発
で
あ
る
。
女

子
の
方
が
、
友
人
関
係
に
お
い
て
、
友
人
の
こ
と
が
気
に
な
る
傾

向
が
強
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
関
係
性
を
重
視
す
る
傾
向
が
、
頻

繁
に
や
り
と
り
を
す
る
こ
れ
ら
の
結
果
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
出
会
い
の
経
験
者
は
、
ど
の
程
度

い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
こ
の
一
年
間
の
経
験
」
に
つ
い
て
一
回
で

も
経
験
の
あ
る
子
ど
も
を
、
各
々
の
「
経
験
あ
り
」
と
し
た
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
出
会
っ
た
人
と
メ
ー
ル
を
す

る
」は
、「
経
験
あ
り
」が
一
三
・
七
％（
三
一
五
名
）で
あ
っ
た（
図

４
）。
男
子
四
・
九
％
（
一
〇
一
名
）、女
子
八
・
九
％
（
二
〇
三
名
）

で
あ
り
女
子
に
多
か
っ
た
。
女
子
は
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
経

験
者
が
増
加
し
て
い
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
人

と
「
実
際
に
会
う
」
は
三
・
一
％
（
七
二
名
）

で
あ
っ
た
（
図
５
）。
三
年
生
女
子
が
、八
・
〇
％

（
二
五
名
）
で
多
か
っ
た
。

ま
た
、「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

「
メ
ー
ル
を
す
る
」が
〇
・
五
％（
一
一
名
）、「
実

際
に
会
う
」
が
〇
・
三
％
（
七
名
）
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
二
年
に
中
学
生
に
行
っ
た
調
査
（
小
保

方
・
無
藤　

二
〇
〇
七
）
で
は
、「
携
帯
の
出

会
い
系
サ
イ
ト
で
メ
ー
ル
を
す
る
」
が
四
・

三
％
、「
実
際
に
会
う
」
が
一・
三
％
で
あ
っ
た

た
め
、
本
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
出
会
い
系
サ

イ
ト
を
直
接
的
に
使
う
子
ど
も
は
減
少
し
て
お

り
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
が
読
み
取

れ
る
。

30.0

20.0

10.0

0.0

図4　インターネットを通じて知り合った人とメールをする

１年 ２年

9.2 %

３年

6.9 % 11.9 %

17.7 %14.9 %

男

女 23.9 %

(%)

10.0
8.0
6.0
4.0
2.0
0.0

図5　インターネットを通じて知り合った人と実際に会う

１年 ２年

1.9 %

３年

1.4 % 2.6 %

3.0 %3.1 %

男

女 8.0 %

(%)
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
出
会
い
の
経
験
の
あ
る
子

ど
も
の
特
徴

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
出
会
い
の
経
験
の
あ
る
子
ど
も
の
特

徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
生
活
リ
ズ
ム
、
親
子
関
係
、
学
校

の
要
因
、
個
人
の
要
因
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
知

り
合
っ
た
人
と
メ
ー
ル
を
し
た
経
験
の
あ
る
人
を
「
経
験
あ
り
」
と

し
て
、「
経
験
な
し
」
と
比
較
を
行
っ
た
。
結
果
は
統
計
的
に
有
意

な
差
が
み
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
中
心
に
示
す
。

（
１
）
生
活
リ
ズ
ム
（
就
寝
時
間
・
起
床
時
間
、
携
帯
電
話
使
用

時
間
）（
表
１
）

生
活
リ
ズ
ム

に
つ
い
て
は
、

「
経
験
あ
り
」

と「
経
験
な
し
」

で
有
意
な
差
が

み
ら
れ
た
。
経

験
の
あ
る
子
ど

も
が
、
就
寝
時

間
が
遅
く
、
起

床
時
間
が
遅
く
、

携
帯
の
使
用
時

間
が
長
か
っ
た
。

経
験
の
あ
る
子

ど
も
は
、
睡
眠

時
間
が
短
く
、

経
験
の
な
い
子

ど
も
と
比
較
し

て
約
２
時
間
、

表2　親子関係の「経験あり」と「経験なし」の平均値、SD

	 	 経験あり	 経験なし

親の監督	 平均値	 2.87	 2.96

	 ＳＤ	 0.69	 0.70

	 Ｎ	 314	 1964

親の暴力	 平均値	 1.70	 1.53

	 ＳＤ	 0.79	 0.69

	 Ｎ	 310	 1969

父親との関係	 平均値	 2.24	 2.33

	 ＳＤ	 0.96	 0.96

	 Ｎ	 279	 1803

母親との関係	 平均値	 2.70	 2.72

	 ＳＤ	 1.01	 0.94

	 Ｎ	 305	 1933

表１　生活リズムの「経験あり」と「経験なし」の平均値、SD

	 	 経験あり	 経験なし

就寝時間	 平均値	 23時57分	 23時20分

	 ＳＤ	 1.67	 1.49

	 Ｎ	 313	 1971

起床時間	 平均値	 7時06分	 7時00分

	 ＳＤ	 0.64	 0.54

	 Ｎ	 314	 1970

携帯電話使用時間	 平均値	 4時間05分	 2時間10分

	 ＳＤ	 3.55	 2.34

	 Ｎ	 255	 1351
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携
帯
を
長
く
使
用
し
て
い
る
。

（
２
）
親
子
関
係
（
親
に
よ
る
監
督
・
暴
力
、
父
親
と
の
関
係
・

母
親
と
の
関
係
の
親
密
さ
）（
表
２
）

親
子
関
係
は
、
経
験
の
あ
る
子
ど
も
が
、
親
に
よ
る
監
督
が
低

く
、
親
に
よ
る
暴
力
の
得
点
が
高
か
っ
た
。
父
親
と
の
関
係
、
母

親
と
の
関
係
の
親
密
さ
で
は
、
経
験
の
あ
る
子
ど
も
と
な
い
子
ど

も
で
、
有
意
な
差
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
の
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
は
行
動
と
し
て
見
え
に
く
い
た
め
、

親
子
関
係
で
は
親
密
さ
よ
り
も
、
親
に
よ
る
子
ど
も
の
監
督
が
低

い
こ
と
が
よ
り
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）学
校
に
関
す
る
項
目（
友
だ
ち
と
の
関
係
、先
生
と
の
関
係
、

学
校
享
受
感
）（
表
3
）

学
校
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
経
験
の
あ
る
子
ど
も
は
、
先
生
と

の
関
係
の
得
点
が
低
く
、
学
校
享
受
感
が
低
か
っ
た
。
先
生
と
の

関
係
が
親
密
で
な
く
、
学
校
を
楽
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
低
い
と

い
え
る
。
一
方
で
、
経
験
の
あ
る
子
ど
も
は
、
友
人
関
係
の
親
密

さ
が
高
か
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
出
会
っ
た
人
と

メ
ー
ル
を
し
た
こ
と
の
あ
る
子
ど
も
は
、
友
人
と
の
メ
ー
ル
の
や

り
と
り
も
頻
繁
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
支
え
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

中
学
生
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
が
多
い
ほ
ど
、
ネ
ッ
ト
上

や
、ネ
ッ
ト
外
の
友
人
か
ら
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
が
多
い
こ
と
、

特
に
、
多
く

の
ツ
ー
ル
の

使
用
、
多
く

の
使
用
目
的

を
持
っ
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
用
す

る
ほ
ど
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
友
人

か
ら
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
サ

ポ
ー
ト
が
高

い
（
安
藤
・

高
平
・
坂
本

二
〇
〇
〇
）

こ
と
か
ら
、

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
親
し
い
友
人
関
係
を
築
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
４
）
個
人
要
因
の
項
目
（
抑
う
つ
、
低
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

共
感
性
、
向
上
心
）（
表
4
）

個
人
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
経
験
の
あ
る
子
ど
も
の
抑
う
つ
が

高
く
、
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
低
か
っ
た
（
低
セ
ル
フ
コ
ン
ト

表3　学校の要因の「経験あり」と「経験なし」の平均値、SD

	 	 経験あり	 経験なし

友達との関係	 平均値	 3.21	 2.94

	 ＳＤ	 0.82	 0.89

	 Ｎ	 309	 1945

先生との関係	 平均値	 1.97	 2.10

	 ＳＤ	 0.91	 0.90

	 Ｎ	 310	 1958

学校享受感	 平均値	 2.46	 2.77

	 ＳＤ	 0.81	 0.79

	 Ｎ	 308	 1950
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ロ
ー
ル
尺
度
で
あ
る
た
め
、
得
点
が
高
い
ほ
ど
、
セ
ル
フ
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
低
く
な
る
。）
共
感
性
や
、
向
上
心
で
は
差
が
み
ら
れ

な
か
っ
た
。
経
験
の
あ
る
子
ど
も
は
、
抑
う
つ
の
得
点
が
高
く
内

面
的
に
不
適
応
を
起
こ
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
子
ど
も
が
、「
経
験
あ
り
」
の
子
ど
も
た
ち
は
、
携
帯

電
話
の
使
用
時
間
が
長
か
っ
た
（
本
調
査
の
結
果
で
は
、
四
時
間

五
分
）
が
、
携
帯
電
話
使
用
と
、
う
つ
病
な
ど
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
問
題
と
の
関
連
も
指
摘
さ
れ
は
じ
め
て
お
り
（
勝
又

二
〇
〇
九
）、
経
験
の
あ
る
子
ど
も
の
携
帯
電
話
の
長
時
間
の
使

用
が
、
子
ど
も
の
抑
う
つ
の
高
さ
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能

性
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
セ
ル
フ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
低
か
っ
た
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
知
ら
な
い
人
と
メ
ー
ル
を
す
る
こ
と

は
、
危
険
を
伴
う
こ
と
で
あ
り
、
経
験
の
あ
る
子
ど
も
の
方
が
、

刺
激
を
求
め
る
傾
向
が
強
く
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
が
弱

い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

出
会
い
系
サ
イ
ト
や
非
行
の
経
験
の
あ
る
子
ど
も
と
の

比
較
か
ら

「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
と
限
定
し
て
尋
ね
た
場
合
、
経
験
者
は

少
な
い
が
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
を
通
じ
て
出
会
っ
た
人
と
メ
ー

ル
を
し
た
経
験
の
あ
る
子
ど
も
が
多
い
現
状
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
出
会
い
系
サ
イ
ト
以
外
の
サ
イ
ト
を
通
じ
た
出
会
い
が
増
え

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

経
験
の
あ
る
子
ど
も
は
、
生
活
リ
ズ
ム
で
就
寝
時
間
が
遅
い
、

携
帯
の
使
用
時
間
が
長
い
、
親
に
よ
る
監
督
が
低
い
、
先
生
と
の

関
係
が
悪
い
、
学
校
を
楽
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
少
な
い
、
抑
う

つ
が
高
い
、
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
低
い
と
い
う
特
徴
が
み
ら

れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
非
行
の
あ
る
子
ど
も
の
特
徴
と
共
通
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
（
小
保
方
・
無
藤　

二
〇
〇
五
）。
出
会
い
系
サ

表4　学校の要因の「経験あり」と「経験なし」の平均値、SD

	 	 経験あり	 経験なし

抑うつ	 平均値	 11.87	 9.50

	 ＳＤ	 5.87	 5.13

	 Ｎ	 308	 1938

向上心	 平均値	 3.22	 3.27

	 ＳＤ	 0.74	 0.69

	 Ｎ	 309	 1955

共感性	 平均値	 2.82	 2.74

	 ＳＤ	 0.73	 0.73

	 Ｎ	 302	 1950

低セルフ	 平均値	 2.66	 2.37
コントロール	 ＳＤ	 0.67	 0.65

	 Ｎ	 305	 1954
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イ
ト
を
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
子
ど
も
を
検
討
し
た
研
究
（
小
保

方
・
無
藤　

二
〇
〇
七
）
か
ら
は
、「
出
会
い
系
」
だ
け
を
経
験

し
て
い
る
生
徒
は
少
な
く
、
タ
バ
コ
を
吸
う
な
ど
の
「
従
来
型
」

の
非
行
と
の
関
連
が
強
い
こ
と
、
親
子
関
係
が
親
密
で
は
な
く
，

家
庭
に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
出
会
っ
た
人
と
メ
ー
ル
を
し
た
経
験
の
あ
る
子

ど
も
は
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
利
用
の
あ
る
子
ど
も
や
従
来
型
の

非
行
少
年
と
共
通
し
た
特
徴
が
み
ら
れ
る
と
い
え
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
出
会
い
は
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
と

全
て
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
子
ど
も
の
特
徴
が
非
行
や
出
会

い
系
サ
イ
ト
の
経
験
の
あ
る
子
ど
も
と
共
通
し
て
い
る
た
め
、
今

後
問
題
が
深
化
し
て
い
く
危
険
性
の
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
非
行
少
年
や
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
経
験
の
あ
る
子
ど
も

と
異
な
る
こ
と
は
、
親
子
関
係
の
親
密
さ
で
は
、
経
験
の
な
い
子

ど
も
で
差
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
た
や
り
と
り
は
、
見
え
に
く
い
も
の
で
あ
る
分
、
親
に
よ

る
子
ど
も
の
監
督
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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